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誘惑と緊張―-J.w. ウォーターハウス《つれなき美女》をめぐって
若名咲香
Seduction and Tension in J. W. Waterhouse's La Belle Dame sans .Llferci 
John William・w aterhouse painted La Belle Dame sans l11erci in 1893. ¥lv aterhouse selected a 
curious expression that the fairy's hair is coiling around the knight's neck. In Victonan 
society, woman's hair was often regarded as sexual and sensual, and also the hair symbolised 
the psychological connections. Therefore, the fairy's hair in Waterhouse's work implies the 
sexual and mental seduction. Moreover, vVaterhouse depicted that the fairy and the knight 1s 
gazing at each other. This composition shows the knight's tension struggling between the 
fairy's seduction and his reason. Additionally, in Victorian art, knight was the symbol of 
moral and abstinence, so the knight of ¥lv aterhouse's work emphasises this tension. Therefore, 
Waterhouse's La Belle Dame sans Merci juxtaposes the sens叫 andmental seduction which 
the fairy's hair suggests and the Victorian ideal male image which the figure of the knight 
embodies, and this seduction and the tension depicted in the painting disturb the Victorian 
gender standard. 
1 . はじめに
ヴィクトリア朝期に活躍した画家、ジョン・ウィリアム・ウォーターハウス (John¥7villiam 
Waterhouse, 1849-1917) は、 1893年に油彩画《つれなき美女》 (LaBelle Dame sans Merci, 
1893) をロイヤル・アカデミー夏期展に出品した 1。舞台は暗い森の中で、騎士が身を屈めて
女の顔を覗き込んでいる。地面に座った女は騎士の頻を見つめながら、その首に髪を絡めてい
る。女は髪の結び目を作って、騎士を離すまいとしているようだ（図 1)。
《つれなき美女》というタイトルが示すとおり、この絵画はイギリスの詩人ジョン・キーツ
(John Keats, 1795-1821)の同名の詩「つれなき美女」 (LaBelle Dame Sans Merci, 1820) に
取材している。キーツの「つれなき美女」は物語詩で、騎士と美しい女が登場する。騎士が、
草地で美しい女と出会い、恋に落ちる。騎士は女に花輪や腰帯を瞳り、彼女を馬に采せて歩き、
彼女の歌う歌を聴く。女は騎士に食べ物を与え、愛の言葉をささやく。二人は彼女の住処であ
る洞窟に行き、そこで騎士は眠りにつく。ところが、女は妖精の娘で、人間の男である騎士と
は別の世界の住人だった。騎士は眼りの中で奇妙な夢を見るが、その夢には、かつて妖精の虜
になり破滅した王や王子たちが登場する。亡霊の姿で夢枕に立った彼らは、「つれなき美女が
お前を虜にしている」と騎士に警告する。夢から覚めた時、洞窟で眼っていたはずの彼は冷た
い丘で目を覚ますが、既に妖精の姿はなかった。騎士はそれ以来この荒野を初祖っているのだ、
と言う。
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キーツの「つれなき美女」は、絵画の題材としてヴィクトリア朝期に人気を博し、多数の画家
がこれを取り上げた。ところが、ウォーターハウスの作品は、場面選択、構図、毛髪の描写に
おいて、同時代の他の作品とは大きく異なっている。とりわけ、騎士の首に絡みつき結び目を
つくる髪の描写は、典拠となっているはずのキーツの詩には登場しない特異な表現である。キー
ツの「つれなき美女」に取材したヴィクトリア朝絵画の先行作例においても同様の表現はきわ
めて少なく、油彩画として完成された作例に限って言えばウォーターハウス作品をおいて他に
ない 2。ウォーターハウスは 1892年から 1893年頃にかけて描いた油彩画習作からすでに、騎
士の首に妖精が髪を巻きつける構図を選択していた（図 2)。そのため、この特異な髪の表現は、
ウォーターハウスが制作の早い段階から描き込むことを決めていた重要な表現であると判断で
きる。
「つれなき美女」に登場する妖精は、騎士を妖しい美しさで魅了し愛を囁きながらも、最終
的に彼を死者のような放浪者にしてしまう。マリオ・プラーツなどの多くの先行研究が、キー
ツの「つれなき美女」の妖精を、十九世紀末の西洋で流行したいわゆるファム・ファタル的女
性像の典型例と見倣してきた 3。ファム・ファタルとは、美貌や官能的魅力などによって男性
を虜にし、最終的に彼を破滅や死に追いやる女性像のことである。「ファム・ファタル」とい
う呼称こそヴィクトリア朝期には存在しなかったが、当時の画家たちの多くが描いた「つれな
き美女」を題材とする絵画では、妖精は騎士を破滅に誘う美しい誘惑者として描き出されてい
た。それゆえ先行研究は、ウォーターハウスの《つれなき美女》にもまた、同様の位置づけを
与える傾向にあった。例えばブラム・ダイクストラは、「ウォーターハウスは、（・・・・・・）「美女」
が目と髪の二重の誘惑で彼女の餌食を巻きとっているところを描いたが、特に後者は象徴的投
げ縄の役割を果たしている。」4と評している。またアンソニー ・ホブソンも、「彼女〔妖精〕（・・・・・・）
は、その非の打ちどころのない韻を上げて脆く騎士を静かに誘惑する。彼女は毛髪の優美な投
げ縄で、無情に彼を下方へと引き寄せている。」5と述べている。このように先行研究では、ウォー
ターハウス作品の妖精はファム・ファタル像と捉えられ、騎士の首に絡みつく彼女の髪はファ
ム・ファタルの恐ろしい武器として解釈されてきたのである。
確かに、後述するように、ヴィクトリア朝の絵画や文学において、ファム・ファタル的女性
像が髪を官能的な武器とするイメージは度々繰り返されていた。しかし、ヴィクトリア朝文化
において髪が含意していたのは官能性ばかりではない。さらに、先行研究ではさほど注目され
てこなかったが、ウォーターハウスの《つれなき美女》は、構図や場面選択においても、同主
題を扱う他の作例と大きく異なる点がある。特異な髪の表現、独自の構図と場面選択によって、
画家は何をすi'lこうとしているのか。以下本稿では、髪、構図、場面、さらに騎士の図像にも着
目しながら、ウォーターハウスの《つれなき美女》を分析する。
2. 官能的誘惑の手段としての毛髪
「つれなき美女」を題材とするヴィクトリア朝絵画のうち、ウォーターハウス作品以前に一
点だけ、騎士の首に絡みつく妖精の髪の表現が試みられた前例がある。現在大英博物館の所蔵
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となっている、ダンテ・ゲイブリエル・ロセッティ (Dante Gabriel Rossetti. 1828-1882)の
未完の素描である（図 3)。この素描では、馬に乗っている騎士と妖精が描かれ、画面の右上
にはキーツの詩の第五連が引用され書き込まれている。しかも、妖精の髪が騎士の首に巻きつ
いており、その髪の先を握った妖精の手を、騎士が引き寄せて口づけている。このようにロセッ
ティの素描は、騎士の首に妖精の髪が巻きつく描写において、ウォーターハウス作品との大き
な共通性を見出せる 6。この表現について高橋裕子は、「詩のイラストレーションではなく、
詩が伝えようとしている魔性の女の呪縛力を髪の毛を用いて象徴的に表現し」たと述べている¥
ただしこの素描は、水彩画や油彩画の形で完成されることはなかった。加えて、ロセッティ
の生前は彼の手元に置かれたままであり、さらにロセッティ没後の 1883年5月、クリスティー
ズで売却されて個人蔵となった 8。ウォーターハウスが《つれなき美女》を発表した 1893年
以前に、この素描が何らかの展覧会に出証］されたという記録も残されていない（）。そのため、
ウォーターハウスが実際にこの素描を目にした可能性は、きわめて低いと考えざるを得ない 10。
むしろこの素描以上に着目すべきは、ロセッティの詩「レイディ・リリス」 (LadyLilith) 
である。というのも、この詩に歌われた悪魔リリスは、美しい髪で男性を誘惑する魔性の女と
いう点でウォーターハウスの妖精と共通性を持っている上、ウォーターハウスが作品制作時に
参照した可能性も高いからである。以下は詩「レイデイ・リリス」の一節である。
Of Adam's first wife, Lilith, it is told 
(The witch he loved before the gift of Eve) 
That, ere the Snake's, her sweet tongue could deceive, 
And her enchanted hair was the first gold. 
（・・・・..)
Lo! As that youth's eyes burned at thine, so went 
Thy spell through him, and left his straight neck bent, 
And round his heart one strangling golden hair. 
アダムが本の妻リリス、伝説によれば
（エヴを賜った前に彼が愛でた市子、）
かの蛇に先だちて、口舌で他を惑し、呪力の文なす、
その妖艶な髪の毛は初花の黄金であった。
（・・・・..)
見よ、汝の椛惑の及ぽすところ、若人の眼は炎と燃え、
直ぐなる頸もうなだれる、げにも、あな、
その心の臓を引絞れるは唯一筋の金髪。 1
イヴ以前にいたとされるアダムの最初の妻リリスは、アダムと別れて楽園を追放された後、男
性たちを淫夢で誘惑し生気を吸い取る悪魔となった。ロセッティの詩には、若い男性を捕らえ
るリリスの魅力がうたわれている。彼女に魅入られた者はまっすぐに伸びていた首をうなだれ
て、「唯一筋の金髪」に「心の臓を引絞」られてしまうのだという。この詩は、「肉体の美」
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(Body's Beauty) と題されて 1870年に発行さ れた『詩集』(Poems,1870) に所収され、ヴィ
クトリア朝の人々に広く読まれていた。加えてこの詩は、絵画化もされていた。ロセッティは
1860年代に、鏡を見ながら髪を杭るリリスの姿を油彩画《レイディ・リリス》 (LadyLilith. 
1864-1873)に描いており（図4)、その額縁にこの詩が添えられていたのである 12。《レイディ・
リリス》は、 1883年にバーリントン・ファイン・アーツ・クラブというロンドンの社交クラ
. 13 プで展示されていたか 、ピーター・トリッピはこの時ウォーターハウスもこの作品を間違い
なく見ていると指摘している 14。つまり、ウォーターハウスは少なくとも一度は《レイデイ・
リリス》を実見しており、その際額縁に添えられた詩の一節も同時に見ていたはずである。さ
らに《レイディ・リリス》は、 1892年5月に最初の所有者フレデリ ック ・レイランド (Frederick
Richards Leyland, 1831 -1892)によ って、クリスティ ーズに出品され売却されていた 15。その
ため、当時ロンドンにいた多くの画家がこの作品を目にしていたはずで、その中には《つれな
き美女》の習作を描き始めた頃のウォーターハウスも含まれていた可能性がきわめて高い。
だがもっと直接的に男の首に絡みつく女の髪のイメージは、アルジャーノン・チャールズ・
スウィンバーン (AlgernonCharles Swinburne, 1837 -1909)の「ラウス・ヴェネリス」 (Laus
Veneris)にみることができる。中世のタンホイザー伝説を題材にした「ラウス・ヴェネリス」
は、 1866年に出版された詩集『詩とバラッド』 (Poemsand Ballads, 1866, 1878, 1889)に所収
されていた。「ラウス・ヴェネリス」の中には、騎士タンホイザーの首に、異教の女神ヴィー
ナスの手と髪が巻きつき静かに絞めつける場面がある。以下はその一節だが、男の首に美しく
官能的な女の髪が絡みついて絞めつけるという「ラウス・ヴェネリス」の情景は、ウォーター
ハウスの《つれなき美女》の騎士と妖精の姿と強い類似性を見せている。
Ah, with blind lips I felt you, and found 
A bout my neck your hands and hair en wound, 
The hands that stifle and the hair that stings, 
16 
I felt them fasten sharply without sound. 
ああ、盲目の唇で私はあなたを感じ取り、そして気付く
私の首にあなたの手と髪がからみつくのを、
息を止めようとする手と鋭く突き刺す髪、
私はそれらが鋭く音をたてずに締めつけるのを感じとる。（拙訳）
「ラウ ス・ヴェネリス」が収録された 『詩とバラッ ド』の第一巻が出版されたのは 1866年だが、
1877年と 1889年には続巻が出版されて人気を博し、同時代の人々に広く読まれていた。ウォー
ターハウスはスウィンバーンの詩を題材に絵画を描くことはなかったが、「ラウス・ヴェネリス」
を題材にしたエドワード・バーン＝ジョーンズ (EdwardColey Burne-Jones. 1833-1898)の《ラ
ウス・ヴェネリス》 (LausVeneris. 1873-75) を1878年にグロヴナー・ギャラリーで目にして
いたため 17、ほぼ確実にこの詩の内容を知っていたと思われる。
「レイデイ・リリス」や「ラウス・ヴェネリス」に描かれた髪は、男性を惹き付け誘惑し、
やがては破滅さえもたらす官能的誘惑の手段として描写されていた。ウォーターハウス作品の
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妖精の髪と呼応し合う彼女たちの髪は、肉体的な魅力として男性を虜にする、セクシャルな含
意を卒む髪である。解かれて長く垂れさがる女性の髪は、ヴィクトリア朝の社会において性的
な意味を喚起した。当時のイギリスでは、女性はきちんと髪を結い上げてまとめるべきとされ、
髪を長く垂らした姿が許されるのはせいぜい 14、5歳の少女の頃までであった。女性が長い髪
を解くのは、入浴か就寝か身支度の時といった限定的かつ私的な場面のみに限られ、しかも夫
や恋人などの女性にとってのごく身近な存在しか、その姿を見ることは叶わなかった。それゆ
え、高橋裕子が論じているように、「プライヴェートな髪とパブリックな髪を厳格に区別する
習慣は、特に十九世紀にはかえって解かれた髪のエロティックな連想を強化した」 18のである。
女性の長い髪が喚起するセクシャリティは、髪それ自体へのフエティシズムも生み出した＂。
日常生活ではほとんど目にできないゆえに強い官能的吸引力を秘めた女の長い髪は、それを堪
能したいと願う者たちの欲望を反映してか、性的想像力を掻き立てるモチーフの一つとして西
洋絵画の中にも頻繁に描かれたが、イギリスでは特にヴィクトリア朝期の絵画でそれが輩打著
だった。女性の髪が官能的に男性を誘惑し捕らえる手段となることを、ウォーターハウスを含
め多くのヴィクトリア朝の画家たちは了解していた。つまり、ウォーターハウス作品の妖精の
長い髪が騎士の首に絡みつく表現は、ヴィクトリア朝当時の観者たちの眼に、きわめてセクシャ
ルな誘惑の表現として映っていたのである。
3. 精神的誘惑を示唆する毛髪
前述したように、女性の髪はヴィクトリア朝文化において官能性を幣びたセクシャルな身体
パーツだった。だが、髪が含意していたのは、肉体的官能性ばかりではない。ヴィクトリア府）i
の人々にとって、髪は人と人を心理的に結ぶ媒体としても機能していたのである。
ヴィクトリア朝社会では、大切な人の一部として切り取った髪を、装飾品の形にして身に着
ける習慣があった。ヴィクトリア・アンド・アルバート・ミュージアムの収蔵品には、髪で編
まれたネックレス、ブレスレット、：懐中時計用の装飾鎖などが含まれている。またエリザベス・
ギッターによれば、ヴィクトリア朝期には、ロケット、指輪、壁掛け用のフレーム等に髪の束
を入れて宝物のように愛でる習慣もあったという 20。そこで用いられる髪は、亡くなった人の
ものであったり、恋人や夫や妻のものであったり、あるいは人目を忍ぶ関係の相手のものであっ
たりと様々だったが、大切な人の形見であり、その相手との絆の象徴である点は共通していた2¥
それは生きている者同士の絆を深めるだけでなく、故人と生者の繋がりを1本現することもあっ
た。例えばヴィクトリア・アンド・アルバート・ミュージアムには、ウィリアム•モリス (William
Morris, 1834-1896)の遺髪をおさめた黄金の小箱（図 5)が所蔵されている 22。モリスの没年
にあたる 1896年から 1897年にかけて制作されたもので、フィリップ・ウェップ (Philip
Speakman Webb, 1831-1915)のデザインに基づいて、チャールズ・ジェイムズ・フォックス
(Charles James Fox, 生没年不詳）が制作、ロバート・カターソン＝スミス (Robert
Catterson-Smith, 1853-?)が彫金を施した。小箱の表面にはモリスの名前が刻まれている。小
ぶりのサイズであるから、故人を偲んで親しい人々が手に取ったことだろう。
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愛する相手との心理的な結束感を髪の毛に託す絵画表現は、ジョン・エヴァレ ット ・ミレイ
(John Everett Millais. 1829-1896)の《髪の一房だけでも》 (Onlya Lock of Hair. c. 1858)に
見て取れる（図 6)。画中では、女性が自分の髪の一房を握りしめ、鋏で断ち切ろうとしている。
ジェイソン・ローゼンフェルドによれば、この作品は 「1850年代のドレスを着た女性が、恋
人に贈るために髪の一房を切り取っている」姿を描いたものだという 23。モリスの遺髪がいま
だ腐敗せず残っているように、髪はその非腐敗性ゆえに、身体から切り離されても持ち主のも
とにあった頃のままの状態を保ち続ける。髪は、持ち主の身体の一部であるというだけでなく、
その人の記憶を長く留めてくれる媒体でもあった。実際に西洋では、愛情や誠意を託して髪を
贈り合う伝統も存在していた。ミレイ作品は風俗画の範疇に入るものであるが 24、切り取られ
た髪の束を自分の身代わりとして、寄り添うことが叶わない相手に贈るという習慣が、ヴィク
トリア朝当時にまだ残っていたことを伝えてくれる作例と言ってよい。ヴィクトリア朝の人々
は、相手との身体を介した繋がりが難しいときに、髪に感情を乗せ、髪を介して思い人との精
神的な繋がりを持とうとしたのである。
相手との心理的繋がりを求めて髪を用いるという表現は、ロセッティの水彩画《聖ジョージ
とサプラ姫の結婚》 (TheWedding of St George and Princess Sabra. 1857)でも描かれていた
（図7)。聖ジョージ (StGeorge, 270?-303?)は、 1222年以降イギリスの守護聖人となった、デイ
オクレティアヌス帝時代の殉教聖人で、現在のカッパドキアで悪のドラゴンを倒したという伝
説を持つ。そのためキリスト教絵画では、この伝説に取材した「聖ゲオルギウスと竜」の題材
が度々描かれてきた。ロセッティはこの聖ジョージの伝説に取材して《聖ジョージとサブラ姫
の結婚》を描き出し 25、サブラ姫のモデルには、後にウィリアム・モリスの妻となるジェイン・
ハーデン (JaneMorris. nee Jane Burden. 1839-1914) を起用した 26。水彩画に描かれたサブ
ラbl店は、髪の一房を、聖ジョージの兜の頭頂部のリングに通し、それを鋏で切り取ろうとして
いる。さらにサブラ姫の髪は、彼女を抱擁する聖ジョージの右腕にも架かり、二人を繋いでい
る。
伝説では、聖ジョージはドラゴンの餌食になろうとしていた王女サブラ姫を救って彼女と結
婚し、カッパドキアの国をキリスト教に改宗させたとされる。作品のタイトルが明示している
ように、この場面は聖ジョージとサブラ姫が結婚する場面である。さらに、伝説では聖ジョー
ジはサブラ姫のもとに留まらずに布教の旅に出て、後に拷問の末殉教したとされる。それを踏
まえるならサブラ姫の髪は、彼女を思い出すよすがとして妻が旅立つ夫に持たせた形見の品、
とも解釈できるだろう 27。サブラ姫は、自分の肉体の一部である髪を、夫となる男性の兜に絡
ませて結びつけようとしている。長い房状に切り取られた髪は、おそらく房飾りの代わりに兜
に結びつけられるはずである。聖ジョージが常に身にまとう兜の一部に、自分の分身となる髪
を結びつけようとする描写は、二人の絆を象徴すると同時に、愛する者への愛着や執着をも表
す表現と言ってよい。サブラ姫の髪は、切り取られて彼女から離れることで常に聖ジョージの
側に置かれることになり、肉体的には離れ離れになる二人を、精神的に結びつける役割を担う。
《聖ジョージとサブラ姫の結婚》は 1857年に制作されたが、その年の 12月にはトマス・プ
リント (ThomasPlint. 1823-1861)に売却され、その後 1862年にはジョージ・リー (George
Rae. 1817-1902) に購入され、長く個人蔵が続いていた。 1947年以降はテイト・ギャラリー
誘惑と緊張—-J_ W. ウォーターハウス〈つれなき美女〉をめぐって 47 
のコレクションとなっている。《聖ジョージとサブラ姫の結婚》は、 1883年に一度だけ、ロイ
ャル・アカデミーで展示されていた 28。この年、ウォーターハウスもアカデミーに《泡》 (The
Bubbules, 1883、所在不明）と《ホノリウス帝のお気に入り》 (TheFavour£tes of the Emperor 
Honorius, 1883) を出品しているので、ウォーターハウスは少なくとも一度は、この水彩画を
見ていたと思われる。《聖ジョージとサブラ姫の結婚》とウォーターハウスの《つれなき美女》
には、何よりも男性と自分を繋ぐために女性が髪を利用する点で大きな共通点がある。さらに、
ロセッティ作品の聖ジョージとサブラ姫の姿勢は、ウォーターハウス作品の騎士と妖精の姿勢
と重なり合う。ウォーターハウス作品は「つれなき美女」を題材とする他の作例に比べて妖精
と騎士の距離がきわめて近いが（詳細は後述するが、ウォーターハウス作品以外ではたいてい
妖精が馬に乗り騎士が歩くなど、二人の間にやや距離があり、これほどに妖精と騎士の頻が近
づいている作例は珍しい）、この男女二んの身体的な距離の近さも、ロセッティ作品の密塙す
る聖ジョージとサブラ姫と共通している。
ロセッティの《聖ジョージとサブラ姫の結婚》やミレイの《髪の一房だけでも》にす悩かれた
髪は、ヴィーナスやリリスの髪が纏っていた危険な官能性とは異なる、肉体を介さない（介せ
ない）心理的な結びつきや精神的な繋がりを象徴していた。ウォーターハウス作品の妖精の髪
にもまた、同様の含意が込められている可能性がある。妖精の指先は髪の崩青び目をつくり、自
分と騎士とを繋ごうとしているが、ここには肉体を接近させ官能的に誘惑するというだけでな
く、騎士の心まで絡めとり精神的にも誘惑しようとする妖精の意図が潜在している。そうした
解釈を促すのが、妖精のドレスの腕部分に刺繍された、ピンク色のハートの）［うの應匠である。
習作の段階でもドレスの腕部分には模様がついていたが、その形は曖味だった。一方完成作で
は、はっきりとハートの形に描かれている。キーツの詩には妖精の衣装についての記述はなく、
ウォーターハウス作品以前の同主題作品にもこうしたデザインのドレスは見られないため、こ
のハートは画家が意図的に描き込んだものと判断してよい。ハートのJI・クは言うまでもなく心や
愛を象徴するが、それが妖精の腕部分に描かれたことで、この妖精に人間の感情や愛を理解で
きる可能性が提示されている 29。そうした人間の心の機微を解せる妖精ならば、肉体的な誘惑
に重ねて、精神的にも騎士を籠絡しようとしたとしても不思議はない。つまりウォーターハウ
ス作品の妖精の髪は、官能的誘惑と同時に、精神的な誘惑の含意も同時に革んでいると考えら
れる。
4. 構図と場面選択
「つれなき美女」の題材を扱ったヴィクトリア朝絵画の中にウォーターハウス作品を置いた
とき、特異な点は騎士の首に絡みつく髪の描写だけではない。構図や場面選択の、点においても、
ウォーターハウス作品はきわめて珍しい表現を行っている。というのも、ヴィクトリア朝期の
「つれなき美女」を扱った絵画の大半は二つのタイプに分類できるが、ウォーターハウス作品
はそのどちらにも属さないからである。ここでいう二つのタイプとは、馬に乗った妖精と騎士
が並ぶ構図（タイプ①）、あるいは眠る騎士と妖精を組み合わせた構図（タイプ②）である。
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まずタイプ①の作例として、アーサー・ヒューズ (ArthurHughes, 1831-1915)の《つれな
き美女》 (LaBelle Dame sans Merci. 1863) (図 8)、ジョージ・スペンサー・ワトソン (George
Spencer Watson, 1869-1934)の《つれなき美女》 (LaBelle Dame sans Merci, 1896) (図 9)、
フランク・ディクシー (FrankDicksee. 1853-1928)の《つれなき美女》 (LaBelle Dame sans 
Merci, 1903)などが挙げられる（図 10)。このタイプの絵画は、キーツの詩の第六連部分を視
覚化している。
I set her on my pacing steed. 
A叫 nothingelse saw al day long, 
For sidelong would she bend, and sing 
A faery's song. 
すすめる馬に 姫をのせ
ひねもす み惚れぬ あですがた
身を はすかいに姫はただ
仙女の歌を うたいたり 30 
詩の第六連部分では、騎士が妖精を自分の馬にのせる場面が描写されている。第五連目でも騎
士は花冠や腕輪などの瞳り物を妖精に与えていたが、ついには自分の相棒である軍馬まで彼女
に譲り渡す。そして、この第六連部分を境に、主導権は妖精に握られ、妖精のほうが強い立場
に立つようになる。六連目まで贈り物をして積極的な行動をとるのは騎士の方だが、第七連以
降は食べ物を与えて愛を囁いて洞窟に連れて行くなど妖精のほうが積極的になり、優位になっ
ていくからだ。一方の騎士は妖精に対して受動的になってゆき、二人の関係性は妖精優位のも
のへと変質していく。
タイプ①の作例では、騎士は自身の馬の上に、エスコートよろしく妖精を乗せ、じっと彼女
を見上げている。ヒューズ作品では、騎士は妖精の恐ろしさを本能的に感じ取っているものか、
腕で自身を庇うような仕草を見せているが、妖精から視線を外すことは出来ないようだ 31。ワ
トソン作品では、妖精は騎士を見つめずに口を開けているが、これは詩にある歌を歌う描写を
なぞったもので、騎士は歌を聴きながら妖精を1光惚の表情で見上げている。デイクシー作品で
は、妖精もまた騎士を見つめ返している。しかしその表情は冷たく、彼女に夢中になっている
騎士とは対照的で、やがて騎士を裏切る未来を初彿とさせる。デイクシー作品で妖精が纏うド
レスや長い髪は、重力を伴わないかのようにふわふわと浮き上がるように描かれているが、こ
れは妖精が人間の世界に属さない異界の者であると暗示する表現ともとれる。さらにデイク
シー作品では、騎士が両腕を下げるポーズをとっているが、これは降伏を示唆する姿勢であり、
騎士が身も心も妖精の虜になっていることを顕著に物語る 32。これらタイプ①の作品に共通す
る、馬上の妖精とそれを見上げる騎士の組合せは、騎士が妖精に降伏してしまっていること、
妖精のほうが強い立場になっていることを、妖精を騎士の上位に配置する構図によって視覚的
に明瞭化している。
続いてタイプ②の作例として、ウィリアム・ラッセル・フリント (WilliamRussell Flint, 
誘惑と緊張ーーJ.W. ウォーターハウス〈つれなき美女〉をめぐって 49 
1880-1969)の《つれなき美女》 (LaBelle Dame Sans Merci. 1908) (図 11)や、フランク・カ
ドガン・クーパー (FrankCadogan Cowper, 1877-1958)の《つれなき美女》 (LaBelle Dame 
sans _Meri. 1926) (図 12)などが挙げられる。このタイプの絵画は、キーツの詩の第九連から
第十一連にかけての部分を視覚化している。
And there she lulled me asleep 
And there I dreamed -Ah! Woe betide! —— 
The latest dream I ever dreamt 
On the cold hil side. 
I saw pale kings and princes to, 
Pale warriors, death -pale were the~all; 
They cried―'La Belle Dame sans Merci 
Thee hath in thral!' 
うた
姫の子守歌に さそわれて
うれ
われは夢みぬああ 愁わしの
いや いやはての夢をみぬ
ぁ へ
つめたく 荒れし 丘の上に
みこ
われ見しは 血の気なき 王に王子
舷
いろ倉ざめし もののふで
ょ
死色うかべて みな 喚びぬ
つれ わな
「情なき姫 なれを係蹄にとらえぬ」と 33 
詩の第九連から第十一連目にかけてでは、騎士が妖精に眼らされた後、悪夢を見る様子がうた
われている。騎士は妖精によって眠らされ夢を見るが、そこに登場したのは、かつて妖精の虜
となって破滅した王や王子たちだった。彼らは騎士に、「つれなき美女がお前を虜にしている」
と警告する。そして騎士もまた、夢から覚めた後、孤独に荒野を1方1皇う宿命を背負うことにな
る。タイプ②の作例は、騎士が眼る情景を描くもので、騎士は脱力して横たわり、妖精に対し
て無防備になっている。一方妖精は騎士とともに眼るのではなく、起きたまま彼を見下ろして
いる。クーパー作品では、妖精が座った姿勢で騎士を見下ろしているが、毒々しい赤いドレス
の意匠や騎士の周囲に咲く花は眠りと死を象徴する芥子の花であり、騎士の眼りが死と表裏一
体のものであることを暗示している“。フリント作品では、妖精が自分の膝で眼る騎士を見下
ろす構図が描かれているが、彼を見ながら両腕をあげて喜ぶ様子や勝ち誇ったような微笑は、
無邪気さと紙一重の妖精の恐ろしさを示唆している 35。これらタイプ②の作品では、妖精のは
うが騎士よりも高い位置に配されて彼を見下ろす構図が選択されているため、眼りに落ちて無
防備になった無力な騎士に対する妖精の優位を、視覚的に決定づけている。
このように、「つれなき美女」の主題を描いたヴィクトリア朝絵画を概観してわかることは、
ほとんどの作品において、騎士が妖精に降伏して妖精優位の力関係が築かれた後の情景が選択
されているということである。それらは、妖精を馬上に配置し騎士がそれを見上げるタイプ①
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の作品と、眠る騎士を妖精か見下ろすタイプ②の作品に大別されるが、タイプ①とタイプ②に
は、妖精が騎士を見下ろす構図という共通点がある。
ところがウォーターハウス作品は、どちらのタイプも跨襲せず、妖精が騎士を見上げる独自
の画面構成と場面選択を行っている。ウォーターハウス作品では、互いを見つめあう騎士と妖
精の姿が描かれている。ただし、騎士と妖精が暗い森の中で見つめあうシーン自体はキーツの
詩にはなく、一見キーツの詩のどの場面を描いているのか判然としない。けれども、妖精が馬
に乗っていない、舞台が丘や洞窟でない、といった点を考慮に入れるならば、絵画の内容に最
も近いのは第四連部分、すなわち騎士が妖精の熱っぽく輝く瞳に吸い寄せられている場面と考
えられるだろつ 。
、36
I met a lady in the meads, 
Full beautiful a faery's child, 
Her hair was long, her foot was light, 
And her eyes were wild. 
おお われ会いしは姫ひとり
ふかぬがはら
深野原のなかにして 妖しく
は
美しき 姫ひとり 髪の毛ながく
まな 37 足かろく 眼ざし あつく輝きぬ
詩の第四連部分では、騎士の目から見た妖精の様子が描写されているが、この描写は妖精の妖
しい美しさの説明であると同時に、騎士が妖精を語れるはど彼女を見つめ続け、目を逸らせな
くなっていることをも言外に物語る。詩には妖精の瞳が妖しく熱に輝く様子が描写されている
が、これはじっと熱っぽく騎士を見つめるウォーターハウス作品の妖精の表情と重なり合う。
ウォーターハウス作品では、妖精が騎士を見上げる構図になっているが、騎士は妖精に引きず
り込まれているようにも、自分から彼女に向かって屈み込んでいるようにも見える。妖精は騎
士を凝視し、一方の騎士もまた、彼女の瞳から目が離せなくなっているようだ。
だがここで注意しておくべきは、ウォーターハウス作品の騎士は、妖精の誘惑に陥落寸前の
状態ではあるものの、まだ完全に誘惑に屈してはいないという点である。タイプ①やタイプ②
の作例は、騎士よりも空間的上位に妖精を配置して妖精の優位性を明示し、騎士が既に妖精の
誘惑に敗北した後の様子を描いていた。一方ウォーターハウス作品は、騎士と妖精の配置がそ
れらのタイプとは逆転しており、妖精の優位が決定づけられてはおらず、妖精の誘惑に陥落し
た後の騎士の姿が描かれているというわけでもない。むしろ、ここに描かれているのは、騎士
が妖精の誘惑に屈する寸前の、あるいは屈しつつある瞬間の情景である。騎士は妖精に魅了さ
れ身を折り曲げているものの、妖精の誘惑はいまだ完遂されてはいない。誘惑が成功するか否
か、どちらに転ぶか、この画面だけでは不確実なのである。このような場面選択は、画面に緊
張の糸を張り渡らせ、騎士の身体を強張らせる。
タイプ①やタイプ②の作例に描かれたのは、誘惑に屈した後の犠牲者としての騎士だったが、
ウォーターハウス作品の騎士は、誘惑と理性の間で揺れ動いている。それを示唆するのが、騎
誘惑と緊張―J.W. ウォーターハウス 〈つれなき美女）をめぐって 51 
士の両手の描写である。騎士は左手で小枝を、右手で槍を掴んでいるが、この描写は、彼がま
だ理性の領域にかろうじて踏み留まっていることを暗示している。騎士が左手で掴む小枝は、
習作の段階では描かれているのか否か判然としないほど存在が希薄だったが、完成作では細い
ながらもはっきりと描き込まれている。小枝と武具を握りしめて、身を屈めながらもまだ理性を
保とうとする騎士の身体は、妖精の誘惑に身を委ねるか撥ね退けるかの二択の前で強張り、緊
張している。乱立して背景を埋め尽くし、妖精と騎士を取り囲む樹々もまた、画面の緊張感を
高める効果をあげている。習作では樹木の本数が少なく背景がひらかれていたが、完成作では
樹木が二人を森の中に閉じ込めるかのように増殖している。樹木が増えたために画而全体の色
調も習作に比べて暗くなっており、樹々の葉のざわめきが妖精と騎士の間の空気を張り詰めさ
せている。このように、ウォーターハウスの《つれなき美女》には、同主題の他の作例とは異な
り、甘美な誘惑に浸れる画面ではなく、誘惑に直面した時の緊張感が描き出されていると言える。
5. 鐙の騎士と誘惑者の図像
ウォーターハウス作品の騎士の図像にも、同主題を扱った他の作贔＼と大きな違いがある。そ
れは騎士が兜を脱いでいないことである。「つれなき美女」に取材した作品の l中で騎士が兜を
被ったままの絵画は、管見の限りウォーターハウス作品以外には存在しない。ディクシー作湿l
のように兜を軍馬に運ばせるなどの表現は見られるものの、他作品では騎□卜は兜を被ることは
なく、妖精を悦惚と見上げる表情や、無防備に眼る表情を晒している。一方ウォーターハウス
作品の騎士は、まだしつかりと兜を被ったまま、他の作例に比べて強固な武装を保っている。
鎧甲冑に身を包み剣を携えた騎士の姿は、ヴィクトリア朝期の文学や絵画に頻出していた。
ウォルター・スコット (SirWalter Scott. 1771 -1832)の『アイヴァンホー』 (Ivanhoe.1819)、
ケネルム・ディグビー (KenelmHenry Digby, 1800-1880) の『名誉のブロード石』 (The
Broad Stone of Honour, 1822)、1816年以降復刻されて人気を1専す トマス・マロリー (Sir
Thomas Malory, 1400?-1471) のキャクストン版 『アーサー王の死』 (LeMarte Darthur. 
1485)、桂冠詩人アルフレッド・テニスン (AlfredTennyson. 1809-1892)の『アーサー王の死』
(Marte d'Atrthur, 1842)や『国王牧歌』 (Idylsof the King, 1859) などの文学作品は、十九枇
紀の英国社会に、中世の高潔な騎士の物語を提供し続けた。これらを土壌にして、ヴィクトリ
ア朝の人々がアーサー王に代表される中世の騎士を、道徳的に優れた理想的な男性像として認
識していたことは、マーク・ジルアードの『騎士道とジェントルマン』等の研究が明らかにし
38 ている 。
騎士の姿に理想的男性像を見て取る傾向は、ヴィクトリア朝絵画においても踏襲された。騎
士の図像は、正義、道徳、禁欲等の美徳を含意しながら描かれていたのである。例えば 1870
年には、ジョン・エヴァレット・ミレイ (JohnEverett Millais. 1829-1896)が、囚われた女
性を救出する騎士の姿を《遍歴の騎士》 (TheKnight Errant. 1870) に描いていた（図 13)。
この作品は 1870年にロイヤル・アカデミーに出品されたが 39、すぐには買い手がつかず、 ミ
レイは女性の上半身部分を切り取って描き直している。作品は 1874年に画商が購入、さらに
52 若名
アルバート・グラントの手に渡り、その後ヘンリー・テイト (SirHenry Tate. 1819-1899) 
のコレクションに加えられ 40、1894年にテイト・ギャラリーに寄贈された 41。ウォーターハウ
スはこの作品を、テイトの個人コレクションだった時に目にしていた 42。ミレイ作品では、裸
体の女性像と騎士の組合せが描かれている。樹に縛られた女性は、裸体で描かれているため官
能性を体現する存在となっている。それと対照をなすのが、隣に立つ鎧の騎士の図像である。
ミレイ作品の騎士は、女性を樹に束縛する縄を切り彼女を解放しようとしているところだ。画
面右端の背景部分には、地面に横たわる暴漢の上半身が描かれており、騎士が暴漢を倒し囚わ
れの女性を救出するという物語が示されている。つまりこの騎士は、暴漢から女性を救い出し
正義を行う、理想的男性像として描かれている4¥
理想的男性像としての騎士の図像は、フランク・デイクシーの《騎士道》 (Chivalry,1885) (図
14)でも繰り返された。《騎士道》でもミレイの《遍歴の騎士》と同様、暴漢に囚われていた
女1、生を通りかがりの騎士が救出する場面が描かれている 44。サイモン・トールは、《騎士道》
には文学的典拠はないとしながらも、マロリーの騎士と貴婦人の物語や、テニスンの『国王牧
歌』を初彿とさせると指摘している。さらに、登場人物などにミレイの《遍歴の騎士》との類
似性が見られる点にも言及し、「囚われた女性と彼女を救う英雄的な救済者の主題が十九世紀
絵画を通じて繰り返し現れて」おり、「拘束や征服といった性的要素があったことは否定しき
れないが、騎士道や救済の理想もまた、画家たちに樹や岩に縛られたヒロインたちを描かせて
いた」と指摘している 45。ウォーターハウスは 1885年のロイヤル・アカデミー夏期展でディ
クシーの《騎士道》を見ていた。さらに 1891年には、ヴィクトリア朝当時人気を誇った美術
雑誌『アート・ジャーナル』誌上で、アスワン・ダム建設などで有名な建築業者ジョン・エア
ド (JohnAird, 1833-1911)のコレクショ ンとして《騎士道》が紹介されていた4¥
同様の騎士のイメージは、ウォーターハウスが《つれなき美女》を描いた 1890年代におい
ても引き継がれていた。例えばローレンス・コウ (LaurenceKoe. 1869-1913)は、スウィンバー
ンの「ラウス・ヴェネリス」に取材した《ウェヌスとタンホイザー》 (Venusand Tannhauser. 
1896) を、 1896年のロイヤル・アカデミー夏期展に出品していた（図 15)。画面では、ヴィー
ナスは長い髪を背中に垂らした裸体の女性像として描かれ、剣に掴まる鎧姿のタンホイザーに
腕を伸ばしている。アリソン・スミスは、騎士道的作法が男性に規律と性的抑制を与えるとい
う思想が 1890年代当時に広がっていたと指摘している 47。類例作品がアーサー・ハッカー
(Arthur Hacker. 1858-1919)の《パーシヴァル卿の誘惑》 (TheTemptation of Sir Percival. 
1894) (図 16)で、聖杯を手にした鎧姿のパーシヴァル卿と、彼を上目遣いに凝視する女性の
姿をした悪魔が描かれている。《パーシヴァル卿の誘惑》はウォーターハウス作品よりも後に
発表されているが、騎士を凝視する女性の視線や、前景右側の剣や兜に絡まる小枝などに、
ウォーターハウス作品との類似性が見られる。
前述のように、女性の官能性に屈することなく正義を行う騎士の姿は、ヴィクトリア朝当時
に良しとされた美徳を象徴する、理想的男性像の図像的典型の一つとなっていた。鎧で身体を
覆い隠し欲望を抑圧する（しようとする）騎士の図像は、女性のセクシャリティに陥落するに
しろしないにしろ、女性的官能性の対極にあるものとして描かれた。それが官能的な誘惑者と
なる（あるいはなりうる）女性像と組合せて描かれるとき、誘惑する女性像とそれに直面する
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男性像との性的な緊張関係が、強烈な対比を伴って画面上に展開されたのである。ピーター・
トリッピはこうした騎士の図像について、「鎧兜は男らしさを象徴し、敵からのみならず女の
欲望からも騎士を守るものだった。さらには、みずからの性欲を抑圧するものでもあったのだ。
(-.....)このような禁欲的騎士道精神は、実践面ではともかく、四角四面に因習を守るヴィク
トリア朝時代の男性にとっては理想だった」 48と分析している。
鐙の騎士の図像が卒んでいた同時代的含意を踏まえてウォーターハウスの《つれなき美女》
を見ると、画家が男性的理想像の脆さを暴露していることがわかる。ロバート・アップストー
ンは「彼の側に置かれた槍は、誘惑との直面と男性性という二重のメタファーを伝えている」
と指摘する 49。同様にアンソニー・ホブソンも、騎士の「全身の鎧は画家自身のヴィクトリア
朝的作法を象徴しているが、(-•••• ・)騎士が掴む槍はその固さが彼の欲望を曝け廿」してしまっ
ている」 50と分析している。ウォーターノ ウゞスの《つれなき美女》に打＼『かれた緊張感は、単な
る物語のー場面という枠を超えて、騎士の図像に託されたヴィクトリア朝的男性、性の埋想像が、
女性の誘惑の前で脅かされ覆されようとしている瞬間の、危うい緊張感へと変貌する。騎士の
身体を強張らせる緊張の糸は、観者にも感染して心をざわっかせる。騎士の韻は兜に隠され表
情を伺うことは出来ないが、そのためにかえって匿名性が高まり、特に男1・一生観者の自己投影を
容易にしたのではないだろうか。
6. 結び
ここまでみてきたように、ウォーターハウスの《つれなき美女》の妖精の屡は、ロセソティ
の 《つれなき美女の素描》や「レイデイ・リリス」、スウィンバーンの「ラウス・ヴェネリス」
にあるような、官能的誘惑の手段としての役割を担う。
しかしヴィクトリア朝社会において髪は、ミ レイの《髪の一房だけでも》やロセ ッティの《聖
ジョージとサプラ姫の結婚》に描かれたように、精神的繋がりを象徴するものでもあった。
ウォーターハウス作品の妖精の髪には、騎士を官能的にだけでなく精神的にも誘惑しようとす
る思惑が潜在している。
さらに、妖精を馬上に描くデイクシーの《つれなき美女》や、騎士がI艮るクーパーの 《つれ
なき美女》などの、妖精の優位性を強調する作品とは違い、ウォーターハウスは妖梢と騎I_.が
見つめ合う独自の椛図を採用した。それにより、誘惑する妖精と、誘惑と埋‘性の狭間で物藤す
る騎士との、危うい緊張関係が効果的に描出されている。
加えて、騎士の図像には道徳性や禁欲性を体現するヴィクトリア朝当時の理想的男l生像が附
ね合わされていた。ウォーターハウス作品の騎士は、兜を脱がず武装を強調された姿で拙かれ
ることによって、ヴィクトリア朝的騎士像の理想を含意している。
このように、ウォーターハウスの《つれなき美女》は、髪が示唆する官能的・精神的な．二重
の誘惑と、ヴィクトリア朝的理想的男性像を休現する騎士の図像を並置することによって、妖
精の誘惑が引き起こす緊張をより際立たせ、ヴィクトリア朝当時のジェンダー規範へも揺さぶ
りをかける、緊張とざわめきを芋んだ作品となっているのである。
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図版
図 l シゴン ・ウィ リアム ・ウォー ターハウス 《つれなき美女》1893年
柚彩 ・カンヴァス、10.6X 81cm、ヘッ セン州立美術館 (Trippi,p. 122) 
図2 ジョン ・ウィリアム ・ウォーターハウス 〈つれなき美女の習作》
1892 -1893年頃、油彩 ・板、 36.8x 29.5cm、個人蔵 (Trippi,p. 123) 
. , 惑と緊張ーーJ.w. ウ・ャーターハウス 〈つれなき＼べ をめくい て 55 
図3 ダンテ ・ゲイブリエル ・ロセッテ f 《つれなさ災女のための索枯:i〉
1855年頃、ペン ・紙、33.2x 43.2cm、大英1専物館（翡愉.p. l~H) 
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????•. 、? ? ?、?
鼠
.: 
図4 ダンテ ・ゲイプリエル ・ロセッティ《レイディ ・リリス》 1868-1873介
祉1彩 ・カンヴァス、96.5x 85.1cm、デラウェア災術館（フ fクソン， p.201) 
図5 チャールス ・ジェイムス ・フオノクス、口Jヽート ・カターソン スミス、フィリノフ・ウ rノノ
fモリスの追髪入り小箱》1896-1897年、金・木.1. 髪、｛，りさ l()JX輻8.2Xげしfi l .nrn 
ヴィクトリア ・アンド ・アルバート・ミューシアム'CJVictoria and Albc・rl Musc・um, London 
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図6 シ・ 1ン・エウァレソト ・ミレイ《髪の一房だけでも〉 1858年頃
池彩・ 似、 35.3x 25cm、マンチェス ター市災術館 (Rosenfeld.p. 127) 
図7 タンテ ・ゲイブリ上ル ・「1セッティ 《聖ジョージとサプラ姫の結婚》
18S7作、水彩 ・紙、 36.5x 36.5cm、テイ ト （ファ クソン， p.112) 
図8 アーサー ・ヒ-L-ズ＼つれなき美女〉1861-1863年、湘彩・ カンヴァス
1517 x 123cm 、,';'(クトリア,~, 如災術館、メルボルン (Roberts.p. 75) 
図9 ジョージ ・スペンサー ・ワトソン （つれなさた女
1896年、素材・北イズ・所(!:不明 (Toll,p. 12~) 
図 10 フランク ・デイクシー《つれなき災女》1903年
油彩 ・カンヴァス、 137.2x 188cm、ブリストル災術館 (Toll,p. l 27) 
?
図 1 ウィリアム ・ ラノセル・フリ／］、しつれなき f~ !,り 1908年
水彩、 45x 63.4cm、ウォーカ ー ・アー ト・ギャノリ ←一 (ChrisLian.p. I :1G) 
?
????
図 12 フランク ・カドガン・クーパー《つれなき美女》
1926介、 ¥11彩・カンヴァス、 102x 97cm、個人蔵 (Wootton,p. 132) 
図 13 ジコン ・エヴァレッ ト・ミレイ 《遍歴の騎上》 1870年
袖彩・カンヴァス、 184.1x 135.3cm、テイト （小野寺， p.51) 
述惑と緊張ーーJ.¥'. ウォー タ ハー,,,ス〈つれなさtt,z をめぐって 59 
図 14 フランク ・ディクシー
湘彩 ・カンヴァス、183x 136cm 
図 15 ローレンス ・コウ 《ウェヌスとタンホイザ 》ー 1896年頃
油彩 ・カンヴァス、 141.8x 243cm、プライトン・アンド・ホーヴ必術館 （小野、'i=,p.]~9) 
図 16 アーサー・ハッカー 《パーシウァル卿のふ惑〉189'1介ばl
祉月珍 ・カンウアス、 132.1x 157.5cm、リ ース ・アー ト・ギャラリ -(Trippi, p 12'1; 
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